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流 行 性 耳 下 腺 炎

RSウイルス感染症

急性出血性結膜炎

流 行 性 角 結 膜 炎

【感染症発生動向調査】　   ※定点医療機関からの情報をもとに集計  【学校欠席者情報】　※保育園、幼稚園、小中学校、高等学校の欠席者情報です。

県中地域の状況
〈県中地域で流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）の流行が続いています〉
県中地域、主に田村地区で流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）の流行が続いています。
流行性耳下腺炎は2～3週間の潜伏期を経て発症し、耳の下や顎の下の腫れ、咳、鼻水、発熱などの症状がみられるようになりま
す。年齢が上がると重症化しやすく、重度の合併症を引き起こす可能性もあります。また、児童・生徒が罹患すると、学校保健安
全法により出席停止となります。
流行性耳下腺炎の原因となるムンプスウイルスは感染力が強く、患者の呼吸器の飛沫を吸い込んで、あるいは患者の唾液で汚染さ
れたものと接触することで感染します。予防法として最も有効なのは、予防接種を受けて免疫を獲得しておくことです。流行性耳
下腺炎の予防接種は任意ではありますが、発症を防ぐため、重症化を予防するために非常に重要となりますので、積極的な接種が
推奨されます。
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福島県県中保健福祉事務所

                       平成２９年第２７週　県中保健福祉事務所感染症レター　　           (H29.7.3～H29.7.9)
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この情報に関するお問い合わせ先：県中保健福祉事務所 医療薬事課 感染症予防チ－ム

ＴＥＬ：0248-75-7818  E-mail：kenchu_kansensyoyobou@pref.fukushima.lg.jp

を利用して を受けましょう！

・MRワクチンの第2期の接種時期は5歳

以上７歳未満で小学校就学前の1年間です。

・夏休みは予防接種を受ける絶好の機会

です。該当者は夏休みを利用して接種を

受けましょう。

・日本脳炎ワクチンの第2期の対象者は９歳以上１３歳

未満です。

・母子手帳を確認し、該当する場合は、すみやかに医療

機関等にご相談下さい。

引用：NIID 国立感染症研究所


